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施政方針

平
成
30
年
度
重
点
施
策

各会派から

市長に質問！
 

若
い
世
代
を
増
や
す

中
村

　不
妊
の
検
査
や
治
療
に

要
す
る
費
用
を
助
成
し
、経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、想
定
し
て
い
る
数
は
。

市
長

　不
妊
検
査
は
３
９
０
組

を
、不
妊
治
療
は
50
組
を
予
定

し
て
お
り
、助
成
回
数
は
、一
夫

婦
あ
た
り
、そ
れ
ぞ
れ
１
回
を

限
度
と
し
て
い
る
。

土
方

　多
子
世
帯
が
支
援
を
実

感
で
き
る
子
育
て
支
援
策
が
必

要
で
あ
る
が
、見
解
は
。

市
長

　多
子
世
帯
に
は
、保
育

所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の

保
育
料
を
二
人
目
は
半
額
に
、

三
人
目
以
降
は
無
料
に
す
る
な

ど
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
と
と
も
に
、産
前
・
産
後

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
、訪
問
型

子
育
て
支
援
事
業
な
ど
に
よ

り
、育
児
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
い
く
。

金
子

　学
力
日
本
一
の
実
現
に

向
け
て
、全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
現
在
の
順
位
と
平
成
30

年
度
の
目
標
順
位
は
。

　

市
長

　市
町
村
ご
と
の
順
位

は
、非
公
表
に
な
っ
て
い
る
。ま

ず
は
全
国
平
均
と
県
平
均
を
超

え
る
こ
と
を
目
標
と
し
、学
力

日
本
一
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

ま
ち
と
産
業
に
活
力
を

大
沢
　大
手
自
動
車
会
社
の
生

産
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
、市

の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

　事
業
所
な
ど
へ
の
影
響

調
査
に
取
り
組
ん
で
お
り
、29

年
度
末
を
目
途
に
取
り
ま
と
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

加
賀
谷

　専
門
相
談
員
に
よ
る

伴
走
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
、従
来

の
取
り
組
み
と
の
違
い
は
。

市
長

　融
資
あ
っ
せ
ん
や
奨
励

金
の
交
付
と
い
っ
た
従
来
の
資

金
面
で
の
支
援
な
ど
と
は
異
な

り
、中
小
企
業
な
ど
の
売
り
上

げ
拡
大
に
向
け
て
、企
業
が
持

つ
強
み
を
生
か
し
た
具
体
的
な

解
決
策
の
提
示
に
よ
り
、経
営

状
況
の
改
善
を
目
指
す
。

中
村

　入
曽
駅
周
辺
整
備
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
の
見
解
は
。

市
長

　東
西
自
由
通
路
や
区
画

道
路
の
整
備
に
よ
り
、駅
周
辺

の
回
遊
性
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、複
合
型
商
業
施
設
の
誘
致

に
よ
り
、そ
の
相
乗
効
果
を
期

待
す
る
。

楽
し
め
る
健
康
高
齢
社
会
を

金
子

　ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ

ー
・
サ
ピ
オ
稲
荷
山
の
民
営
化

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長

　コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
専

門
的
な
知
見
を
活
用
し
、健
康

増
進
施
設
と
し
て
の
機
能
の
維

　第１回定例会で、小谷野剛市長が平成
30年度の市政運営の基本的な考えと重点
施策の概要を述べ、各会派の代表がそれ
ぞれ質問を行いました。
　ここでは、各会派の質問と市長の答弁か
ら、要旨を体系に沿ってお知らせします。
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施政方針

持
を
前
提
に
、民
営
化
で
き
る

方
策
に
つ
い
て
、検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

加
賀
谷
　
社
会
福
祉
協
議
会
の

支
部
な
ど
を
単
位
に
配
置
す
る

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
は
。

市
長　

地
域
の
高
齢
者
に
必
要

な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

予
防
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
の
確
保
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
支
援
を
行
う
。

大
沢
　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
、

市
内
循
環
バ
ス（
茶
の
花
号
）の

ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
っ
た
が
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
ら
れ

て
い
な
い
。免
許
返
納
者
対
応

策
の
意
味
で
も
、新
た
な
手
法

を
検
討
す
る
必
要
性
は
。

市
長
　
地
域
公
共
交
通
会
議
の

協
議
を
踏
ま
え
、ま
ず
は
茶
の
花

号
の
運
行
ル
ー
ト
な
ど
の
見
直

し
の
実
施
に
向
け
、準
備
を
進

め
る
。ま
た
、交
通
空
白
地
域
の

解
消
と
交
通
弱
者
の
日
常
生
活

に
お
け
る
移
動
手
段
に
つ
い
て
、

新
た
な
手
法
も
含
め
検
討
す
る
。

度
は
増
額
を
見
込
ん
で
い
る

が
、今
後
は
、法
人
税
率
の
引
下

げ
、さ
ら
に
は
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
時
の
法
人
市
民

税
の
法
人
税
割
税
率
引
下
げ
の

影
響
に
よ
り
、減
収
が
見
込
ま

れ
る
。

 

結
び
に

土
方
　
現
代
の
日
本
は
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、そ
の
よ

う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、子
ど

も
達
が
夢
を
抱
き
、か
な
え
る
こ

と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
狭
山

市
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
の
大
事
な
役
割
で
あ
る
と
考

え
る
。市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
多
く
の
難
題
が
あ
る
中

で
、私
た
ち
の
世
代
こ
そ
が
次

の
世
代
に
責
任
を
持
っ
て
、引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
正
念
場
で
あ
る
。多

く
の
子
ど
も
達
が
夢
を
か
な
え

ら
れ
る
狭
山
市
に
す
る
た
め
、

行
動
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
信
じ
て
い
る
。初
志
貫

徹
。情
熱
一
番
を
モ
ッ
ト
ー
に

引
き
続
き
市
政
進
展
の
た
め
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
政
運
営
を
み
ん
な
の
力
で

千
葉
　
公
共
施
設
の
効
果
的
な

保
全
と
再
編
を
進
め
る
た
め
の

具
体
的
な
方
針
は
。

市
長
　
施
設
の
健
全
度
や
重
要

度
か
ら
み
た
計
画
的
な
保
全
と

長
寿
命
化
を
進
め
る
。ま
た
、施

設
の
目
的
か
ら
、機
能
を
重
視

す
る
考
え
に
改
め
、複
合
化
や

集
約
化
な
ど
に
よ
る
公
共
施
設

の
再
編
を
進
め
る
こ
と
で
、必

要
な
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
的
な
提
供
を
実
現
し
て
い
く
。

 

予
算
概
要

千
葉
　
個
人
市
民
税
な
ど
、市

税
の
30
年
度
の
見
通
し
は
。

市
長
　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

や
雇
用
形
態
の
変
化
、ふ
る
さ

と
納
税
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
は
減
収
と
見
込
ん

で
い
る
。法
人
市
民
税
は
30
年

創政会
千葉　良秋

新政みらい
土方　隆司

日本共産党
大沢　えみ子

はつらつ狭山
中村　正義

創造
金子　広和

公明党
加賀谷　勉

子
ど
も
が
夢
と
未
来
を

描
け
る
狭
山

今
あ
る
資
源
を

未
来
に
活
か
す

一
人
ひ
と
り
が
輝
く

狭
山
を
め
ざ
し
て

笑
顔
あ
ふ
れ
る
狭
山
市
を

目
指
し
て

市
民
の
声
を
活
か
し
た

市
政
運
営
を

市
長
公
約
の

達
成
度
合
い
を
問
う




